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桜並木で人形芝居�
例年になく早い桜の開花のため�

若葉が目に鮮やかな桜並木さくら祭�
まだまばらな木陰の下で�

元気に動き回る人形に子どもたちも大喜び�

飯田市の人口（4/1現在）■人口＝106,161人（前月比ー392）男50,947人女55,214人  ■世帯＝35,056戸（前月比－144）�

［特集］�
●誰もが安心して暮らせるまちづくり�
�



近
年
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、当
市
で

は
、お
よ
そ
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
方
で
あ

る
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。�

ま
た
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
※
）の
向
上
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン（
※
）、女
性
の
社
会
進
出
、心
の
豊
か
さ
を

求
め
る
生
活
へ
の
意
識
変
化
な
ど
、私
た
ち
の
暮

ら
し
や
社
会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。�

こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

市
で
は
「
高
齢
者
に
な
っ
て
も
、安
心
し
て
、住
み

慣
れ
た
地
域
で
、い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
地
域

社
会
」
、「
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
家
庭
や
地
域
で
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
地
域
社
会
」
、

「
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
地
域
社
会
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

こ
の
４
月
か
ら
次
の
施
設
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
開
始�

こ
の
４
月
か
ら
次
の
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始�

中
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー�

公
設
で
は
、
市
内
８
番
目

の
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
飯

田
市
中
部
地
域
の
在
宅
で
生

活
す
る
高
齢
者
の
介
護
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。�

食
事
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
、
日
常
動
作
訓
練
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。�

※
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（quality of life

）�

市
民
の
皆
さ
ん
が
生
活
の
中
で
満
足
感
・

安
定
感
・
幸
福
感
と
い
っ
た
生
活
・
生

命
・
人
生
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
こ
う

と
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。�

※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン�

地
域
社
会
に
は
、
男
女
、
子
ど
も
や
高

齢
者
、
障
害
者
、
病
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る

人
が
生
活
し
て
い
る
姿
が
、
普
通
の
地

域
社
会
の
姿
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
。�

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
社
会
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に�

高
齢
者
、障
害
者
、子
ど
も
、働
く
人
、子
育
て
中
の
人
・・・�

誰
も
が
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に�

竜丘に完成した中部デイサービスセンター�

正面左側に障害者デイルーム、�

右に高齢者デイルームがあります�

みんなイキイキ！水中運動教室みんなイキイキ！水中運動教室（ほっ湯アップル温水プール）（ほっ湯アップル温水プール）�みんなイキイキ！水中運動教室（ほっ湯アップル温水プール）�

高齢者デイサービスのレクリエーション風景�



身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー�

ふ
れ
あ
い
の
郷
松
ぼ
っ
く
り�

飯
田
市
初
の
身
体
障
害
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
で
、
重
度
の
た
め
に
常

時
介
助
を
必
要
と
す
る
方
、

ま
た
社
会
参
加
が
難
し
い
方

が
利
用
で
き
ま
す
。�

パ
ソ
コ
ン
や
陶
芸
、
手
芸

な
ど
通
所
者
の
希
望
を
考
え

た
創
作
活
動
、
リ
ハ
ビ
リ
、

入
浴
な
ど
に
よ
り
、
生
活
に

楽
し
み
や
潤
い
が
持
て
る
よ

う
に
し
ま
す
。�

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
ハ
ン
デ
ィ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服
し�

自
立
し
た
在
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に�

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
生
き
が
い
づ
く
り
を�

同
時
に
、安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
を�

松
尾
地
区
は
、
宅
地
化
の

進
行
に
と
も
な
い
、
近
年
人

口
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
他
の
地
区
同
様
高
齢
化

が
進
み
、
高
齢
者
世
帯
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
数
が
増
加
す
る
反
面
で
、

核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯

な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
児
童

セ
ン
タ
ー
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡

充
が
望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

高
齢
者
の
「
介
護

予
防
と
生
き
が
い

活
動
」、
こ
れ
と
「
児

童
ク
ラ
ブ
」
活
動

と
が
連
携
し
、
世

代
間
の
交
流
が
図

れ
た
ら
・・・
こ
の
よ

う
な
着
想
か
ら
生

ま
れ
た
の
が
「
ふ

れ
あ
い
の
郷
松
ぼ
っ

く
り
」
で
す
。�

誰もが安心して暮らせるまちづくり�

４
月
か
ら�

精
神
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の�

申
請
窓
口
が
市
役
所
に�

精
神
保
健
福
祉
法
の
改
正
に

伴
い
、
よ
り
身
近
な
地
域
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
従

来
保
健
所
で
行
っ
て
い
た
精
神
保

健
福
祉
業
務
の
う
ち
、
下
表
の

各
サ
ー
ビ
ス
を
４
月
か
ら
市
の
業

務
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。�

業務内容� 窓　口�

福祉サービスの利用
に関する相談・助言�
（ホームヘルプサービス、
ショートステイ、グルー
プホーム、共同作業所、援
護寮などの利用）�

精神障害者保健福祉手
帳の申請・更新�
精神障害者通院医療費
公費負担の申請�

医療機関受診にあたっ
ての相談、訪問指導の
希望など�

市役所�
福祉課�

障害福祉係�
内線5312

保健課�
保健指導係�
内線5515

■問合せ　福祉課　1（22）4511　内線5371

座位のまま入浴�
できる車いす特�
殊浴槽�

創作活動メニュー
のパソコンに熱中�

ゆとりのある障害者デイルーム�

地域産木材をふんだんに活用した建物です�

旧講堂も改修し、旧講堂も改修し、一体的に利用できます一体的に利用できます�旧講堂も改修し、一体的に利用できます�



　4月1日から、市民バスの運行内容を

大きく改善しました。新たに三穂線が加

わり、循環線も大幅増便。100円エリア

の設定や、運行時間もできるだけわかり

やすい時間とし、気軽に乗車できるよう

にしました。�

　また、乗り降りしやすい超低床バスも

導入しました。より便利でわかりやすく、

身近になった市民バスをどうぞご利用く

ださい。�

　4月7日、天竜川時又港で開催されま

した。このお祭りは、天竜川の渓谷美

と、舟下りの豪快さを世界に紹介した、

英国人ウォルター・ウェストンの業績をた

たえ始まり、今年で9回を数えます。�

　当日は日英同盟100周年を記念して

の「オークの苗木」記念植樹や、竜丘コ

ーラス、飯田少年少女合唱団、時又保

育園の園児などによるさまざまなアトラ

クションが行われました。�

日英友好の記念植樹も�

三穂線新登場�
より便利で身近に�

天竜川ウェストン祭�

市民バス新スタート�

三穂線の始発式�

駐日英国大使館マラ・マイヤーズ二等書記官と田中市長�



　　4月14日、大宮通りは歩行者天

国。写生大会に参加した子どもも、い

つになく急ぎ足の春の訪れに、若葉の

桜か、遅咲きの桜か、どちらを描くか思

案顔。�

　稚児行列や、風越高校吹奏楽部の

演奏、阿南町和合の念仏踊りなど、盛

りだくさんな催しに、穏やかな日差しの

休日、たくさんな人で大宮通りは賑わい

ました。�

　3月31日、組合員42人が設立総会を竜丘公民館で

開催。環境と調和し、景観にも配慮された住宅地を創

造していくため、治水対策事業で生まれた新たな土地

の一体的な有効利用を目指します。�

　4月11日鼎文化センターで開催。約300人の参加

者に、各関係機関関係者から激励のことばが寄せられ

ました。参加者の表情には、新しい人生のスタートに

立った期待と緊張が浮かんでいるようでした。�

学卒地元企業就職者激励会�

飯伊産業に新しい力�
竜丘土地管理組合設立�

次世代に残していこう　�

大宮通り桜まつり�

駆け抜ける春を満喫�



現
代
版�

現
代
版�

「
目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言
う
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す

が
、
目
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が

い
か
に
多
い
か
考
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。�

目
の
病
気
と
言
え
ば
最
初

に
、
白
内
障
、
緑
内
障
、
網
膜
剥

離
な
ど
を
思
い
つ
き
ま
す
が
、

実
は
膠
原
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
の
全
身
疾
患
や
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
脳
血
管
障
害
、
腫
瘍
な

ど
の
成
人
病
が
目
か
ら
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。�

今
、
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る

花
粉
症
は
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

ひ
と
つ
で
、
目
の
か
ゆ
み
、
流

涙
、
鼻
水
を
と
も
な
い
ま
す
。�

昨
年
ま
で
は
な
ん
と
も
な
か

っ
た
の
に
、
今
年
突
然
症
状
が

出
た
と
い
う
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
眼
科
診
察
で
結
膜
の
状

態
を
調
べ
れ
ば
、
花
粉
症
の
状

態
が
わ
か
り
ま
す
。�

ま
た
眼
底
検
査
で
、
網
膜
、

脈
絡
膜
、
硝
子
体
、
視
神
経
の

状
態
を
調
べ
ま
す
が
、
眼
底
は

体
の
中
で
唯
一
外
か
ら
血
管
が

見
ら
れ
る
場
所
で
す
。
血
管
の

高
血
圧
性
変
化
、
動
脈
硬
化
性

変
化
を
調
べ
、
高
血
圧
や
脳
血

管
障
害
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。�

ま
た
、
眼
底
出
血
や
硝
子
体

出
血
・
混
濁
か
ら
糖
尿
病
、
膠

原
病
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
や
慢
性
関
節
リ

ウ
マ
チ
な
ど
）、
腫
瘍
（
白
血
病

や
血
管
腫
な
ど
）、
サ
ル
コ
イ
ド

ー
シ
ス
や
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
を

発
見
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

目
の
か
す
み
、
痛
み
、
疲
れ
、

視
野
異
常
は
も
と
よ
り
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
の
心
配
な
人

は
内
科
だ
け
で
な
く
、
眼
科
受

診
す
る
か
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。� 市立病院  眼科�

花井　  徹  医師�

目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言
う�

こ
う
げ
ん�

　飯田市障害

者自立支援セ

ンター・愛 称

「ハーネット・

いいだ」は、昨

年の１月に開

所し、地元に

お住まいの障害をお持ちの方々や、そのご家族の皆

様の悩みや制度利用に対する問い合わせなど、少し

でも解決のお手伝いをしようと相談に応じております。

また、「障害を持っているゆえの悩みや不安などを解

消して自立を手にして欲しい」「ハーネット・いいだ」

のスタッフは、そんなお役に立ちたいと考えています。

私たちも障害を持っています。だからこそ障害につ

いて気楽に話せ、理解し合えるのではないでしょうか？

これをピアカウンセリングと言います。このようなピ

アカウンセリングや情報提供、各種の講座などを通

して、自立への思いが達成出来るよう福祉・医療な

ど関連機関と連携して支援しております。�

　昨年度は障害者向けのIT講習会や絵手紙教室、講

演会など数々の講座を行い、障害者の社会参加の場

や自立に向けての情報の提供を行ってきました。�

　今年も引き続き様々な事業を予定しております。

一度おたずね下さい。�

（ハーネットいいだ副所長　伊藤英俊さん）�

●問合せ　ハーネット・いいだ　1（56）4474

障害者自立支援センター�

ハーネット・いいだ�施設の紹介�



日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

将来の夢�
林　健太郎さん（龍江小6年）�

ネムの木「信夫園」�

　「信夫園」は上川路の荒田を利用して作ったビオトープで
す。荒田の草刈り、土手づくりなどの整備をしたところ、まずマ
ツモムシが発見できました。その後多くの生物が帰ってきまし
た。タヌキモ、水オオバコの花など珍しい植物も見られるように
なりました。�
　現在では田んぼ５枚分がビオトープになっています。今後は
上部にあるクヌギ、ナラ林を昆虫の森にできたらと思っていま
す。この地は昔「信夫村」と名のったことがあり、豊かな自然を
永く次世代に伝えたいとの思いから「信夫園」と名付けました。�

　竜丘、下条小学校の子
供や、飯山高校など、多く
の人が訪れ、自然と親しん
でもらっています。「信夫
園」での経験を通して、感
受性豊かな子供になって
欲しいと願っています。�

― 連絡先　井口正三  （26）8507

下殿岡子ども獅子の発足�

　昨年の4月、念願でありました子ど
も獅子を発足しました。�
　目的は青少年の健全育成と古い伝統
芸能の伝承です。小学生の男子を中心
に少人数ながらスタートして、早いも
ので１年になります。子どもたちも楽
しんで練習に参加してくれ、保存会も
活気づきました。�
　13年度の地域文化振興事業として、
市から助成金を頂き、大変助かりまし
た。自己資金に助成金を加えて、今年
は子ども獅子専用の小型の屋台と幌を
作りました。そしてこの屋台で八幡社
の春季祭典に伴い、氏子中の各家庭の
悪魔払いをさせていただき、大変好評
を得ました。�
　記録によると下殿岡の獅子舞は明治�

末期以前から舞われていたとのこと
で、大変貴重な伝統芸能です。また、
格調高い優雅な舞いということでもよ
く知られております。�
　私ども保存会では、神社の祭典を地
区住民最大の交流の場として、より多
くの皆さんに参加していただき、伝統
芸能に触れていただこうと頑張ってい
るところでございます。�

獅子舞保存会会長　小嶋一男 さん�

しの　ぶ　えん�
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ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト�

ゴ
ル
フ
場
の
税
金
減
免�

障
害
の
あ
る
方
の�

軽
自
動
車
税
を
減
免�

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
お
よ
び
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
土
地
の
固
定
資
産

税
は
、
福
祉
や
地
域
交
流
の
場

と
し
て
の
公
益
性
か
ら
、
減
免

の
対
象
と
し
ま
す
。�

▼
対
象
土
地
�

　
常
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
お
よ

　
び
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
と
し

　
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
�

※
農
地
の
場
合
は
、
農
地
転
用

　
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
�

▼
減
免
要
件
�

　
自
治
会
、
区
、
高
齢
者
ク
ラ

　
ブ
、
地
区
公
民
館
な
ど
に
、

　
無
償
で
貸
与
し
て
い
る
こ
と
。�

▼
減
免
期
間
�

　
減
免
の
対
象
・
要
件
に
該
当

　
し
て
い
る
期
間
�

▼
減
免
割
合
�

　
該
当
部
分
の
全
額
�

▼
申
請
方
法
　
市
税
減
免
申
請

　
書
と
無
償
貸
与
で
あ
る
こ
と

　
を
証
明
す
る
書
類
（
契
約
書
）

　
な
ど
を
添
え
て
提
出
�

▼
申
請
期
限
　
５
月
２４
日
f
�

▼
申
請
先
・
問
合
せ
�

　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係
　

　
内
線
５
１
７
１
�

▼
対
象
�

○
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦

　
傷
病
者
手
帳
所
持
者
で
、障

　
害
の
程
度
が
一
定
基
準
以
上

　
の
方
�

○
療
育
手
帳
の
総
合
判
定
Ａ
に

　
該
当
の
方
�

※
す
で
に
普
通
自
動
車
の
税
金

　
免
除
を
受
け
て
い
る
方
、
障

　
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交

　
付
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

　
と
な
り
ま
せ
ん
。�

▼
該
当
す
る
軽
自
動
車
�

○
障
害
者
本
人
の
所
有
車
�

○
１８
歳
未
満
の
障
害
者
や
、
知

　
的
障
害
者
に
限
り
、
生
計
を

　
同
じ
く
す
る
方
の
所
有
車
�

※
た
だ
し
、
常
に
障
害
者
の
た
め

　
に
使
用
す
る
車
で
あ
る
こ
と
。�

▼
申
請
期
限
　
５
月
２４
日
f
�

▼
手
続
き
の
方
法
�

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、軽
自

　
動
車
税
納
税
通
知
書
、運
転
免

　
許
証
、印
鑑
、家
族
が
運
転
す

　
る
場
合
は
そ
の
証
明
書
を
持
参

　
し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
請
先
・
問
合
せ
　
税
務
課
�

　
税
制
係
　
内
線
５
１
４
３
�

特
別
土
地
保
有
税
の�

申
告
の
お
願
い�

古
い
本
を
無
料
で�

差
し
上
げ
ま
す�

　
特
別
土
地
保
有
税
は
、
未
利

用
地
の
有
効
利
用
の
促
進
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
該
当
さ
れ
る
方
は
申
告
・
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
申
告
の
必
要
な
方�

　
平
成
４
年
１
月
２
日
以
降
に

　
合
計
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
上
の
課
税
対
象
土
地
を
取
得

　
し
、
今
年
の
１
月
１
日
現
在
、

　
所
有
さ
れ
て
い
る
方
。�

▼
申
告
お
よ
び
納
付
の
期
限�

　
５
月
３１
日
f�

▼
申
告
書
提
出
・
問
合
せ�

　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係�

　
内
線
５
１
７
８�

　
図
書
館
で
は
、
不
必
要
と
な

っ
た
本
を
無
料
で
市
民
の
皆
さ

ん
へ
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時�

　
５
月
２５
日
g
〜
２６
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館�

▼
本
の
種
類�

　
大
人
向
け
、
児
童
向
け
、
雑

　
誌
な
ど�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６�

改定前�

1ヵ月に5日以上通院した場合は、その月の5
日目以降の通院については負担はありません。�

問合せ　保健課　医療給付係　内線5526

4月1日から老人保健法の規定に基づき�

定額制の診療所�

病院および定率制の診療所�
一部負担金は医療費の1割ですが、同一の医療機関での負担額が1ヵ
月に次の額に達したときは、その後の自己負担はありません。�

改定後�
1日につき  800円  →  1日につき  850円�

医療機関で  3,000円  →  3,200円�

5,000円  →  5,300円�
大病院(ベット数が200床以上ある病院)で受診された方�

改定前� 改定後�

医療機関で  1,500円  →  1,600円�

それぞれで2,500円  →  2,650円�
大病院(ベット数が200床以上ある病院)で受診された方�

薬　　局で  1,500円  →  1,600円�

院外処方箋
を交付され
なかった方�

院外処方箋
を交付され
た方�

高齢者の自己負担額が改定されました�高齢者の自己負担額が改定されました�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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こ
ど
も
読
書
週
間
に
ち
な
ん

で
ジ
ャ
ン
ボ
紙
し
ば
い
の
会
を

行
い
ま
す
。
無
料
で
参
加
で
き

ま
す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
５
月
１１
日
g
�

　
午
後
２
時
〜
２
時
４０
分
�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館
２
階
�

▼
内
容
　
ジ
ャ
ン
ボ
紙
し
ば
い
、

　
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

中
央
図
書
館�

ジ
ャ
ン
ボ
紙
し
ば
い
の
会�

　
商
業
統
計
調
査
を
６
月
１
日

現
在
で
、全
国
一
斉
に
実
施
し

ま
す
。�

　
こ
の
調
査
は
、卸
売
・
小
売
業

事
業
所
の
従
業
員
規
模
な
ど
の

基
本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
調
査
結
果
は
、国
や
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
、さ
ま
ざ
ま

な
計
画
や
施
設
を
立
案
す
る
際

に
貴
重
な
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
し
ま
す
。�

　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に

か
け
て
、調
査
員
が
各
商
業
事

業
所
を
訪
問
し
ま
す
。�

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
企
画
課
　
情
報
統

　
計
係
　
内
線
２
２
４
３
�

商
業
統
計
調
査
に�

ご
協
力
を�

　
平
成
１４
年
度
の
狂
犬
病
予
防

注
射（
二
次
）と
、犬
の
新
規
登

録
を
し
ま
す
。�

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
�

○
対
象
�

・
生
後
９１
日
以
上
と
な
る
す
べ

　
て
の
飼
い
犬
�

・
４
月
の
集
合
注
射
を
受
け
て

　
い
な
い
犬
�

※
家
の
中
で
飼
っ
て
い
る
犬
も

　
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

○
料
金
�

　
３
、２
２
０
円（
注
射
の
み
）�

○
持
ち
物
　
は
が
き
�

　（
登
録
済
み
の
犬
の
所
有
者

　
の
み
、送
付
さ
れ
ま
す
）�

▼
犬
の
新
規
登
録
�

　
一
回
登
録
す
れ
ば
、そ
の
犬

　
に
つ
い
て
は
、生
涯
有
効
と

　
な
り
ま
す
。�

○
対
象
　
平
成
７
年
度
以
降
の

　
未
登
録
犬
と
新
規
登
録
犬
�

○
登
録
料
金
�

・
登
録
の
み
　　
３
、０
０
０
円
�

・
登
録
と
注
射　
６
、２
２
０
円
�

▼
そ
の
他
届
け
出
の
必
要
な
場
合
�

・
犬
が
死
亡
、失
踪
し
た
場
合
�

・
犬
を
譲
っ
た
場
合
�

・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合
�

・
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た

　
場
合
�

▼
狂
犬
病
予
防
注
射（
二
次
）と

　
犬
の
新
規
登
録
日
程（
別
表
）�

▼
犬
を
飼
う
と
き
の
注
意
�

・
犬
は
つ
な
い
で
飼
育
し
、放

　
し
飼
い
は
し
な
い
で
下
さ
い
。�

・
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
に
は
、

　
必
ず
移
植
ご
て
な
ど
を
用
意

　
し
、道
路
、公
園
等
へ
は
フ
ン

　
を
放
置
し
な
い
で
必
ず
家
ま

　
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。�

▼
問
合
せ
　
環
境
保
全
課
�

　
環
境
衛
生
係
　
内
線
５
２
４
２
�

狂
犬
病
予
防
注
射（
二
次
）�

犬
の
新
規
登
録�

動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�

　5月 2日e◆ 7日c�
◆ 9日e◆13日b�
◆15日d◆17日f�
◆20日b◆27日b

22-0416

5月の納税�

税目�

納期�

固定資産税（1期）�
軽自動車税（1期）�

国民健康保険税（5月分）�
�

5月31日（金）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

上 郷 �
�
下久堅�

上久堅�

旧 市 �

�
座光寺�

鼎�
�
�

川 路 �

龍 江 �

千 代 �

伊賀良�
�
�

松 尾 �

山 本 �
�

竜 丘 �

三 穂 �

全 市 �

全 市 �

市 役 所 上 郷 支 所 �

飯 沼 公 会 堂 �

市 役 所 下 久 堅 支 所 �

市 役 所 上 久 堅 支 所 �

市役所 議会棟下駐車場�

JAみなみ信州飯田支所�

市 役 所 座 光 寺 支 所 �

切 石 公 民 館 �

名 古 熊 公 民 館 �

市 役 所 鼎 支 所 �

市 役 所 川 路 支 所 �

市 役 所 龍 江 支 所 �

市 役 所 千 代 支 所 �

北 方 会 館 �

市 役 所 伊 賀 良 支 所 �

中 村 会 館 �

市 役 所 松 尾 支 所 �

久米南平生活改善センター�

市 役 所 山 本 支 所 �

市 役 所 竜 丘 支 所 �

市 役 所 三 穂 支 所 �

市 役 所 松 尾 支 所 �

市 役 所 松 尾 支 所 �

9：00～ 9：30�

9：40～10：00�

10：30～11：00�

11：20～11：50�

13：20～13：40�

13：50～14：20�

14：50～15：10�

9：50～10：00�

10：10～10：20�

10：30～11：00�

12：30～12：50�

13：10～13：30�

14：00～14：20�

9：00～ 9：30�

9：40～10：10�

10：20～10：40�

11：00～11：30�

13：00～13：10�

13：30～13：50�

9：00～ 9：30�

10：30～10：50�

12：00～13：30�

12：00～13：30

月・日（曜）� 地　区� 場　　　所� 時　　間�

狂犬病予防注射（二次）と犬の新規登録日程�

5月21日（火）�

5月22日（水）�

5月23日（木）�

5月24日（金）�

5月26日（日）�

6月23日（日）�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

1,500円�

5,000円�

2,200円�

6,000円�

�

2,200円�

�

�

1,500円�

赤
十
字
社
費
納
入
に�

ご
協
力
を�

　
赤
十
字
で
は
人
道
・
博
愛
の

精
神
に
基
づ
き
、
民
族
紛
争
・

戦
争
の
被
害
者
や
大
規
模
地
震

な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け
る
被

災
者
へ
の
救
援
救
護
活
動
や
精

神
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
活
動
の
資
金
は
、
全
国

の
皆
さ
ん
が
日
本
赤
十
字
社
の

社
員
に
な
っ
て
納
め
て
い
た
だ

く
「
赤
十
字
社
費
」
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
毎
年
５
月
は
赤
十
字
社
員
増

強
運
動
月
間
で
す
。
赤
十
字
の

活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今

年
も
社
費
の
納
入
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。�

▼
納
入
期
間
　
�

　
５
月
１
日
〜
７
月
末
�

▼
収
納
方
法
�

○
納
入
依
頼
書
を
別
途
配
布
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

　
組
合
等
で
取
り
ま
と
め
金
融

　
機
関
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
新
規
に
社
員
に
な
っ
て
い
た

　
だ
け
る
方
は
、
各
戸
配
布
の

　
チ
ラ
シ
の
申
込
書
に
記
入
の

　
う
え
、
社
費
を
添
え
て
金
融

　
機
関
へ
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
昨
年
度
実
績
�

　
１
６
、
２
０
１
、
１
１
２
円
�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
　
庶
務
係
�

　
日
赤
事
務
局
　
内
線
５
３
７
３
�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

前
期
教
養
講
座�

▼
対
象
�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

　
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
３０
歳

　
ま
で
の
方
�

▼
費
用
　
�

○
受
講
料
�

　
１
、
３
０
０
円
�

○
利
用
者
登
録
料
�

　
１
、
５
０
０
円
�

○
各
講
座
の
運
営
費
�

▼
特
典
�

　
市
内
映
画
館
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
場
の
特
別
割
引
あ
り
�

▼
申
込
方
法
�

　
ホ
ー
ム
窓
口
へ
費
用
持
参
�

▼
受
付
時
間
�

○
平
日
・
土
曜
日
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
�

○
日
曜
日
・
祝
日
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
�

▼
受
付
開
始
�

　
５
月
７
日
c
か
ら
�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
松
尾
明
　

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1（
２
３
）
５
５
７
１
�

平成14年 赤十字運動標語�

～人道は限りない力～�

エアロビクス

英 会 話 �

卓 球 �

パ ソ コ ン �

華 道 �

空 手 �

ゴ ル フ �

料 理 �

ヒップホップ�

月�

火�

火

水�

水�

水�

木�

木�

金�

English・Teacher�
ジュリア・ 押田　先生�

フリーダムネットワーク�
インストラクター�
松澤由美子　先生�

飯田コンピュータ�
専門学校�
伊藤康彦　先生�

日本卓球連盟�
公認レフリー�
小池敏雄　先生�

華道家元�
池坊教授�
小松久美子　先生�

管理栄養士�
後藤よね子　先生�

インストラクター�
甕　千春　先生�

インストラクター�
石原美和子　先生�

グリーンインター所属�
インストラクター�
佐々木富晴　先生�

心と体をワクワクさせよう。音楽に合わせて
体を動かせば、体内の血流がよくなり心身共
に元気になります。　10回�
今は、国際時代です。外国人の先生のご指
導により、日常会話を中心にして、わかりやす
く楽しく進めます。　10回�
卓球は誰でも楽しめる屋内スポーツとして、
最近人気が出てきました。基礎から始め試
合まで楽しめます。　10回�
Windows98　文章作り、インターネット等
夢が広がります。　（協力　飯田コンピュー
タ専門学校）10回�
花のある生活を求めて、基本から始めて、美
的センスを磨きます。盛り花・自由花など楽
しく花を生けましょう。　10回�
手足を伸び伸びと動かす実践空手の練習方
法でシェイプアップや体力作り、ストレス発散
に最適です。　10回�

実技指導を中心に初心者でも楽しくでき、技
術が習得できます。�
（協力：飯田ゴルフセンター）　10回�
身近な材料を使って、おいしい料理の作り方
を実習します。すぐ役立つ家庭料理に挑戦
してみよう。　10回�

基本から学び、楽しく踊って気分をリフレッシ
ュさせましょう。初めての人も楽しくできま
す。　10回�

6月3日�
～�

8月5日�

19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：30�
～�

21 : 00
19：00�
～�

21 : 00
19：00�
～�
21 :30
19：30�
～�

21 : 00

6月4日�
～�

8月6日�
6月11日�
～�

8月13日�
6月5日�
～�

8月7日�
6月12日�
～�

8月21日�

6月6日�
～�

8月8日�

6月19日�
～�

8月28日�

6月13日�
～�

8月22日�
6月7日�
～�

8月9日�

30�

15�

20�

15�

20�

20�

20�

16�

15

10,000円�
（お花代含む）�

8,000円�
（ボール代含む）�

8,000円�
（材料費含む）�

講　座　名� 曜日� 内　　　　　　容� 期　間� 時間� 定員� 運営費�講　　　師�

勤労青少年ホーム前期教養講座�
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自動車税の納期限�
5月31日（金）�

憲　法　週　間�
5月1日～7日�

自動車税の納税は　お早めに！�
スピードは控えめに！�

「憲法は明るい社会の道しるべ」�

　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
５

月
１８
日
g
か
ら
開
催
す
る
、
春

季
展
示
「
発
掘
さ
れ
た
飯
田
の

古
墳
―
明
ら
か
と
な
っ
た
飯
田

の
古
墳
文
化
―
」
に
合
わ
せ
、

展
示
で
扱
っ
た
古
墳
や
周
辺
の

古
墳
を
巡
る
見
学
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
　
一
般
成
人
�

▼
日
時
　
６
月
２
日
a
�

　
午
前
９
時
３０
分
集
合
�

　
午
後
２
時
解
散
予
定
�

▼
集
合
場
所
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
�

▼
行
程
　
考
古
博
↓
雲
彩
寺
古

　
墳
↓
溝
口
の
塚
古
墳
↓
宮
の

　
前
垣
外
古
墳
↓
北
本
城
古
墳

　
↓
昼
食
↓
畦
地
１
号
古
墳
・

　
畦
地
７
号
古
墳
・
高
岡
１
号

　
古
墳
お
よ
び
周
辺
古
墳
群
↓

　
考
古
博
�

▼
募
集
人
員
　
２０
人
�

▼
参
加
費
　
３
０
０
円
�

▼
応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　
番
号
を
明
記
の
う
え
申
込
先

　
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
�

　
５
月
２３
日
e（
必
着
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３
�

　
上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）
３
７
５
５
�

　
公
社
で
は
平
成
１４
年
度
宅
地

分
譲
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

▼
江
戸
浜
団
地
�

○
区
画
数
　
１
�

○
面
積
　
２
３
５
g
�

○
価
格
　
１
、
３
９
６
万
円
�

▼
大
堤
団
地
�

○
区
画
数
　
９
�

○
面
積
　
区
画
平
均
３
０
６
g
�

○
価
格
�

　
８
８
１
〜
１
、
０
１
２
万
円
�

▼
鼎
分
譲
地
�

○
区
画
数
　
１
�

○
面
積
　
３
２
２
g
�

○
価
格
　
１
、
２
７
９
万
円
�

▼
募
集
期
間
　
随
時
受
付
�

▼
分
譲
方
法
　
公
的
事
業
主
体

　
が
造
成
し
た
住
宅
地
で
、
代

　
金
決
済
後
所
有
権
移
転
登
記

　
し
ま
す
。
返
済
計
画
に
合
わ

　
せ
た
住
宅
建
設
が
可
能
で
す
。�

▼
問
合
せ
　
長
野
県
住
宅
供
給

　
公
社
　
分
譲
課
�

　
1
０
２
６（
２
２
７
）４
３
２
２
�

春
季
展
示
特
別
見
学
会�

長
野
県
住
宅
公
社
の�

宅
地
分
譲�

　
天
竜
川
上
流
工
事
事
務
所
で

は
、
天
竜
川
の
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
　
満
２０
歳
以
上
の
健

　
康
な
方
で
、
河
川
に
接
す
る

　
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に

　
関
心
の
あ
る
モ
ニ
タ
ー
区
間

　
の
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
。�

▼
モ
ニ
タ
ー
区
間
　
水
神
橋
付
近

　
か
ら
飯
田
松
川
合
流
点
付
近
�

▼
活
動
内
容
�

　
日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知
り

　
得
た
情
報
を
伝
え
て
い
た
だ

　
く
こ
と
が
主
な
内
容
で
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
国
土
交
通

　
省
天
竜
川
上
流
工
事
事
務
所
�

　
管
理
課
　
管
理
第
１
係
�

　
1
０
２
６
５（
８
１
）６
４
１
４
�

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー�

�

「
新
野
の
雪
ま
つ
り
」と「
新
野
高

原
盆
踊
り
」の
二
つ
の
国
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
を
継
承
し
、行
人
様（
即

身
仏
：
ミ
イ
ラ
）の
信
仰
を
篤
く
す

る
素
朴
な
人
々
が
暮
ら
す
山
里
、阿

南
町
新
野
。�

県
境
を
越
え
て
人
と
人
と
の
め

ぐ
り
合
い
を
大
切
に
、ま
た
春
か
ら

初
夏
へ
と
変
わ
り
行
く
大
自
然
の

中
を
語
り
合
い
走
り
抜
け
る
爽
快

感
を
味
わ
う
、あ
な
た
の
舞
台
が
広

が
り
ま
す
。�

　
全
国
各
地
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
、里
人
全
員
心
か

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。�

●
開
催
日�

　
6
月
2
日（
日
）雨
天
決
行�

●
種
　
目
　
3
㎞
〜
10
㎞
ま
で
、　

　
年
齢
に
応
じ
13
部
門
を
設
定�

●
参
加
料�

　
一
般

二
千
円
　
高
校
生

千
円�

　
小
中
学
生
　
五
百
円�

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
二
千
円�

　
い
ず
れ
も
参
加
賞
と
し
て
Ｔ
シ

　
ャ
ツ
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
、

　
昼
食
付
き�

●
申
込
締
切
　
5
月
17
日（
金
）�

※
参
加
申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は

　
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

�

　
例
え
ば
街
並
み
。数
多
く
の

街
並
み
を
見
て
き
た
あ
な
た
が
、

改
め
て
飯
田
の
街
並
み
に
感

動
し
た
。そ
ん
な
あ
な
た
の
感

動
を「
日
本
一
の
飯
田
・
再
発
見
」

の
写
真
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
飯
田
観
光
協
会
主
催
で
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
『
春
夏
版
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。応
募
資
格
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

●
応
募
締
切
り�

　
平
成
14
年
9
月
30
日�

※
平
成
14
年
4
月
1
日
か
ら

　
締
切
り
ま
で
に
撮
影
し
た

　
も
の
に
限
り
ま
す
。�

●
賞�

　
飯
田
観
光
協
会
長
賞
　
　

　
賞
金
10
万
円
・
副
賞�

　
他
各
賞�

�

南
信
州�

■新野千石平ロードレース大会　事務局　阿南町役場新野出張所内　10260（24）2001�
■飯田観光協会事務局　飯田市役所　商業観光課　1（22）4511　内線3616

問合せ�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�
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自
衛
隊
幹
部
候
補
生�

▼
受
験
資
格
�

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
１５

　
年
４
月
１
日
現
在
、
次
の
い

　
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
�

○
２２
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
方
�

○
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

　
院
に
お
い
て
正
規
の
課
程
を

　
２
年
以
上
修
め
、
修
士
（
海

　
上
技
術
幹
部
候
補
生
の
場
合

　
は
、
理
学
修
士
ま
た
は
工
学

　
修
士
）
の
学
位
を
受
け
た
方

　
に
つ
い
て
は
２８
歳
未
満
�

○
２０
歳
以
上
２２
歳
未
満
で
大
学

　（
短
大
を
除
く
）を
卒
業
し
た
方
�

▼
募
集
種
類
�

○
一
般
幹
部
候
補
生
�

　
一
般
要
員
（
陸
・
海
・
空
）�

○
一
般
幹
部
候
補
生
�

　
音
楽
要
員
（
陸
）�

○
一
般
幹
部
候
補
生
�

　
飛
行
要
員
（
海
・
空
）�

○
海
上
自
衛
隊
�

　
技
術
幹
部
候
補
生
（
海
）�

▼
第
１
次
試
験
（
松
本
）�

　
５
月
２５
日
g
〜
２６
日
a
�

　（
２６
日
は
飛
行
要
員
の
み
）�

▼
第
２
次
試
験
（
朝
霞
）�

　
６
月
２５
日
c
〜
２７
日
e
の
う

　
ち
指
定
す
る
１
日
�

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
自
衛
隊
長
野
地
方

　
連
絡
部
　
飯
田
出
張
所
�

　
1（
２
２
）
２
６
１
３
�

▼
対
象
者
　
２０
歳
以
上
で
市
に

　
居
住
し
て
お
り
、
保
育
所
の

　
運
営
に
関
心
の
あ
る
方
�

▼
募
集
人
数
　
４
人
�

▼
内
容
　
市
の
保
育
所
な
ど
の

　
運
営
に
関
し
て
意
見
を
い
た

　
だ
き
ま
す
。�

▼
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　
番
号
・
応
募
の
動
機
・
現
在

　
活
動
し
て
い
る
委
員
会
な
ど

　
明
記
の
う
え
申
込
先
ま
で
郵

　
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
�

　
５
月
２０
日
b（
消
印
有
効
）�

▼
選
考
方
法
　
応
募
者
多
数
の

　
場
合
は
、
性
別
・
年
齢
を
配

　
慮
し
て
抽
選
し
ま
す
。�

　
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４
�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５
�

　
り
ん
ご
庁
舎
２
階
�

　
飯
田
市
役
所
　
児
童
課
�

　
内
線
５
３
４
１
�

読
み
聞
か
せ�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会�

特
別
お
さ
ら
い
教
室�

保
育
所
運
営
懇
談
会
委
員�

　
飯
田
市
立
図
書
館
で
は
、
今

後
地
域
で
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
初
心
者
の

方
を
対
象
に
、
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。�

▼
日
時
　
６
月
〜
１０
月
�

　
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
�

▼
会
場
　
中
央
図
書
館
�

　
ま
た
は
上
郷
図
書
館
�

▼
受
講
料
�

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）�

▼
応
募
資
格
�

　
飯
田
市
在
住
で
、
原
則
と
し

　
て
全
講
習
受
講
で
き
る
方
。�

　（
子
ど
も
を
連
れ
て
の
参
加

　
は
で
き
ま
せ
ん
）�

▼
募
集
人
数
　
２５
人
�

※
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
�

　
各
図
書
館
に
備
え
付
け
て
あ

　
る
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
し
、
申
込
く
だ
さ
い
。�

▼
締
切
　
５
月
２５
日
g（
必
着
）�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

　
鼎
図
書
館
�

　
1（
２
３
）
９
９
０
１
�

　
上
郷
図
書
館
�

　
1（
５
２
）
２
５
５
１
�

　
基
礎
学
力
の
向
上
を
目
的
と
し

て
年
間
を
通
じ
て
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
・
定
員
�

○
小
学
生
４
・
５
・
６
年
生
�

　
各
学
年
３
人
ず
つ
�

○
中
学
生
　
全
学
年
で
６
人
�

▼
学
習
内
容
�

○
小
学
生
　
国
語
・
算
数
�

○
中
学
生
　
英
語
・
数
学
�

※
１
回
に
各
科
目
１
時
間
ず
つ

　
の
合
計
２
時
間
�

▼
期
間
�

　
６
月
１
日
g
〜
来
年
３
月
�

▼
時
間
　
毎
週
土
曜
日
�

○
小
学
生
　
午
前
９
時
３０
分
か
ら
�

○
中
学
生
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら
�

▼
会
場
　
上
郷
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

　
ク
プ
ラ
ザ
�

▼
費
用
　
１
時
間
１
、２
０
０
円

　（
教
材
費
込
み
・
事
務
費
別
）�

▼
申
込
　
５
月
２０
日
b
ま
で
�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�

　
1（
２
２
）
８
６
９
０
�

講習会�講習会�
講習会の内容�

ＩＴ（情報通信技術）講習会受講生募集�

対 象 者�
定 員 �
受 講 料 �
講習会場�
申 込 先 �

20歳以上�

申込み順　20人�

無料�

飯田コンピュータ専門学校�

（22）5111

パソコンの基本操作、�
電子メールの送受信、�
インターネットの利用�

コース　　　　　　　　　　開　講　日　時�
Ａ　5月20日B・21日C・22日D・23日E�
　　　　　　　　　　　9：00～12：00�
Ｂ　5月27日B・28日C・29日D・30日E�

13：00～16：00�
Ｃ　5月20日B・22日D・27日B・29日D�

18：00～21：00�
�

■問合せ　企画課 情報統計係 内線2227

※各コース12時間�
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食
生
活
を
通
し
て
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
具
体
的
に
学
び
ま

す
。
受
講
後
に
食
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
食
改
）
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
、
養
成
講

座
で
す
。�

▼
日
程
�

　
６
月
〜
来
年
２
月
　
計
１０
回
�

　
午
前
９
時
〜
正
午
�

▼
会
場
　
松
尾
公
民
館
�

▼
締
切
　
６
月
１４
日
f
�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
市
役
所
松

　
尾
支
所
　
保
健
婦
ま
で
�

　
1（
２
２
）
０
０
９
１
�

健
康
教
室�

〜
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
〜�

　
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た

り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康

で
体
力
づ
く
り
を
実
践
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

学
校
体
育
・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
な
ど
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

次
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
。�

▼
対
象
�

　
学
校
、
保
育
園
、
地
域
、
職

　
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
�

▼
日
時
�

　
６
月
１
日
g
か
ら
随
時
�

▼
場
所
　
松
本
市
広
域
ス
ポ
ー

　
ツ
セ
ン
タ
ー
一
帯
�

▼
講
座
�

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修

　
講
座
（
１７
講
座
）�

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　
ブ
育
成
・
支
援
・
定
着
講
座

　（
１８
講
座
）�

○
学
校
体
育
指
導
者
研
修
講
座

　（
２２
講
座
）�

・
教
科
指
導
�

・
運
動
部
活
動
指
導
�

・
特
別
活
動
指
導
�

・
特
別
講
座
�

▼
受
講
費
　
無
料
�

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
�

　
1（
２
１
）
３
０
０
１
�

長
野
県
体
育
セ
ン
タ
ー�

研
修
会�

行
政
相
談
委
員
を�

ご
利
用
く
だ
さ
い�

　
国
、
県
ま
た
は
市
の
行
政
に

対
す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望
な

ど
を
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
聴

き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を

目
指
す
制
度
に
「
行
政
相
談
」

が
あ
り
ま
す
。�

　
相
談
は
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。�

▼
日
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日
　

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
�

▼
行
政
相
談
委
員
�

○
篠
田
由
美
氏
　
上
郷
黒
田
�

　
1（
２
２
）
６
８
０
７
�

○
中
井
恵
美
子
氏
　
鼎
下
山
�

　
1（
２
３
）
７
９
２
２
�

○
金
森
奏
治
氏
　
宮
ノ
上
�

　
1（
２
３
）
８
９
６
９
�

▼
問
合
せ
�

　
長
野
行
政
評
価
事
務
所
�

　
1
０
２
６（
２
３
５
）５
５
６
６
�

　
飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
お

よ
び
長
野
地
方
法
務
局
で
は
、特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
５
月
１３
日
b
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

▼
場
所
　
竜
丘
公
民
館
�

▼
相
談
委
員
�

　
下
平
澄
瑞
氏
�

　
川
島
一
慶
氏
�

▼
問
合
せ
�

　
長
野
地
方
法
務
局
　
飯
田
支

　
局
　
1（
２
２
）
０
０
１
４
�

特
設
人
権
相
談
所
開
設�

�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ご
と相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

税 務 相 談 �

悩 み ご と�

婦人相談員
の専門相談�

法 律 相 談 �
（予約制電話にて）�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特別�

一般�

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付１５:００まで�

５月１７日（金）�
１３：３０～１５：３０�

５月１０日（金）�
１３:００～１７:００�

５月８日（水）�
５月１８日（土）�
５月２８日（火）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
５月１４日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週火曜日、第１水曜日、
祝日以外の毎日�
９：００～１７：００�

５月１４日（火）�
１３:３０～１６:００�

５月２１日（火）�
１０：００～１５:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�
５月８日（水）�
１３：３０～１７：0０� 男女共同参画課�

内線５３５１�

税務課�
内線５１４１�

児童課 内線５３４７�

りんご庁舎３階�
男女共同参画５月２１日（火）�

１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

※結婚相談は
本人の相談を
原則とします。
写真１枚必要
です。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（地域子育支援センター）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館２Ｆ・東栄町）�

市 役 所 本 庁 �

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８０�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線

1５２-０６３３�

飯田中央保育園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�

女
性
の
た
め
の
相
談�

よ
し

み
�
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コンサート　ア・ラ・カルト　VOL.12

2ｎｄフレッシュコンサート�2ｎｄフレッシュコンサート�

出演者　中平明理（オルガン）、平野　洋（ピアノ）�
　　　　東　洋平（チューバ）、清田貴子（ソプラノ）�
チケット　　　500円（全席自由、小学生以上）�
プレイガイド　飯田文化会館ほかで発売中�

飯田藩主堀家の墓所�
（いいだはんしゅほりけのぼしょ）�

諏訪町4166　長久寺墓地�
飯田市指定文化財（史跡）�
大名家の墓に似つかわしく大きい笠塔婆・自然石の
墓碑が整然と並んでいる。　寛政５年（１７９３～）�

　当地方は古墳密集地域として古くから注目されていまし
た。古墳調査の歴史をたどれば、江戸時代の市岡智寛による
雲彩寺古墳出土遺物の観察とスケッチ図作成にさかのぼりま
す。近年は、各種開発事業に先立つ発掘調査が実施され、多
くの新しい事実が明らかとなっています。そこで、当地方の
古墳調査の歴史をふり返るとともに、未盗掘の竪穴式石室が
発見された上郷別府「溝口の塚古墳」など、発掘調査された
いくつかの古墳を選んで展示し、明らかとなった当地方の古
墳文化について考えてみます。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般200円（160円）、高校生150円（120円）、�

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

発掘された飯田の古墳�

展示期間�

竹田扇之助記念国際�
糸操り人形館特別公演�
竹田扇之助記念国際�
糸操り人形館特別公演�

5月18日（土）～7月14日（日）

溝口の塚古墳の武具類�

チケット 前売り  500円  （当日  700円）�
プレイガイド　飯田文化会館ほかで発売中�
※本公演のチケットで、竹田人形館の観覧もできます。�

人形劇団ココン「ガラガラドカーン」公演�人形劇団ココン「ガラガラドカーン」公演�

―明らかとなった�
　　飯田の古墳文化―�

〈上郷考古博物館春季展示〉�

5月12日　　開場13:30  開演14:00�
飯田人形劇場　�

5月26日　　 開演14:00�
　　　　麻績の里交流センター（座光寺）�

かさとう　ば�


